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令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　） 定時制課程
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引き続き生徒の主体性を高
める取り組みを、体育大会等
をきっかけに行っていただき
たい。

進学１００％は結果として評
価できる。昨年の課題であっ
た就職の早期取り組みを出
来なかったことが７５％（昨年
１００％）の数字に表れたので
はないかと懸念する。

福岡県立 八幡中央 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

５　教職員研修の充実 生徒の複雑で困難な状況に対応するため研修に励み、教職員個々の資質を向上するとともに、学び続ける姿勢を示す。

自己評価 学校関係者評価

　多様な生徒が在籍する定時制課程において、誰もが
認められる居場所となりつつある。その一方でルールや
マナー、モラルに課題もみられる。
　個別の教育的支援を必要とする生徒も増加傾向にあ
るため、特別支援教育の視点をもち、発達支持的生徒
指導を心がけていく必要がある。外部との連携や教員
間の密な情報共有、職員研修を行い、全職員で課題解
決にあたっていく。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

「未来に輝く自分を創るチャンスにあふれた夜間定時制高校」
分かる・できる喜びにあふれた授業と仲間との協働を柱とする高校生活を通じて、自らの人生を主体的に切り拓くことができる力を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・生涯にわたり自己の向上を目指し、学び続けることができる人材の育成
・集団での多様性を認め、共感的人間関係を構築できる人材の育成
・社会的自立を目指し、主体的な進路選択のできる人材の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・生徒一人一人の学習状況に合わせた、基礎基本の学び直しから対応できる少人数指導
・生徒の特性に応じた、積極的な個別の教育的支援
・発達段階に応じたキャリア教育の実施による、夢と志の支援

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・努力して学び、高校を卒業するという強い意志を持つ者
・他者を認め、自他を大切にすることができる者
・将来の夢や目標に向かって努力する者

１　きめ細かな学習指導 基礎基本からの学び直しを通じて学習意欲を喚起し、達成感と自己肯定感を得ることができる学習指導の充実を図る。

Ｂ
２　安全に安心して学ぶ環境づくり 発達支持的生徒指導のもと、規範意識を高めることにより、安全に安心して学ぶことができる教育環境の保全に努める。

３　豊かな人間性の向上 特別支援教育の視点のもと、多様性を認め、自他を尊重し、いじめや差別のない、あたたかい学校の雰囲気を醸成する。

４　キャリア発達の支援 系統的なキャリア教育を行い、主体的な進路選択を支援し、社会的自立と社会参画の力を育む。

出席や成績の状況等、家庭・保護者と連絡をとり、連携して就学・修学に努める。

基礎・基本の学力を定着させ、生徒のニーズ
に応じた学力の伸長を図る。

授業の内容・方法を工夫し、生徒の実態に応じた授業づくりに努める。 授業アンケート
生徒の68%が回答(そのうち、79%の生徒が授業を理
解していると回答)

B
授業でのICT機器の活用状況にはばらつきがあった。大半の生徒は授業内容を理解した
と回答している。年度当初に各教科より提出される観点別評価表について、評価内容・方
法の見直しを行い、より生徒の実態に応じた授業づくりを目指したい。

学校関係者評価委員会
からの意見

教務

授業規律を確立し、効果ある
授業を目指す。

教材の準備、机上の整理を徹底させ、授業に集中できる教室づくりに努める。 出席率  1年：89% , 2年：91% ,
3年：90% , 4年：88% A

B

出席率は高かったが、遅刻・早退が多い生徒がいた。出席状況の周知につ
いてはHR担任が主導となって確認している状況があったため、教科担任が
主導で周知していく必要がある。

B

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価（３月） 結果の考察と次年度の課題

すべての授業で、生徒が達成感と自己肯定感を得ることができるような授業づくりを目指す。

遅刻・早退の理由の把握と改
善策も含め、より一層の情報
共有に努めていただきたい。

生徒指導

基本的生活習慣の確立を目指し、安全で安
心して学べる学習環境を整備する。

登下校時の声かけ等を通して、生徒と教職員の相互理解に努める。 いじめアンケート
B

Ｂ

停学指導は職員全体で取り組み、成果はあったが、指導の内容については共通理解が得られなかった。いじめア

ンケートについては１学期初めのアンケートで１年生のいじめの被害に気づき、被害生徒の聞き取りを行い、加害生

徒の注意、指導を行うことができた。それ以降のアンケートでは特に問題はなかった。

B
教職員間の情報交換を密に行い、いじめや差別を許さない環境作りに努める。

生徒会活動を通して、主体的に取り組む姿
勢と豊かな人間性の涵養を目指す。

学校行事の活性化を通して、生徒の自尊意識の向上を目指す。 学校生活アンケート
B

生徒会活動は、生徒が積極的に取り組んだが、主体的な取組にはつながらなかった。学
校生活アンケートについては、生徒の不安等がいくつか挙がったが担任を中心に個別に
面談を行った。生徒会執行部生徒の自主性を育成し、学校行事等に主体的に関われるよう適切に指導する。

進路指導

進路ガイダンス等を実施することで進路意識を向上させることができた。個
別の生徒の進路希望に対応し、さまざまな外部機関と連携し進路決定につ
なげることができた。就職の取り組みを早めさせることができなかった。改善
の必要がある。

A

生徒の発達段階に応じた進路講演会や進路ガイダンスなどを実施する。

卒業予定生、担任と連携をし、主体的な進路実現を目指す。

系統的な内容の総合的な探
究の時間の実施を目指す。

進路学習の履歴となるキャリアパスポートを充実させ、生徒の進路意識を高める。

B

マンダラート以外の自己探求活動は生徒の興味関心等を探るのに有効な活動であった。
マンダラートは読書と関連づけずにキーワード検索を行うという方法で実施することで生徒
にとって取り組みやすくなるかもしれない。4年生は進学就職に分けることで当事者意識を
高めることができた。

生徒の進路実現に向けた意
識の向上を図り、主体的な自
己実現力を育成する。

生徒の情報交換を積極的に行い、外部機関と連携した支援を継続的に行う。

A

A

１～３年生の総合的な探究においては自己探求に取り組み自己理解の深化を目指す。

4年生の総合的な探究においては進学・就職に分けた内容を実施し、進路決定率80%以上を目指す。

就職・進学決定率
就職75%⇒3/25に　100％
進学100%

進路アンケート
大学1.9%、専門学校26.4%、就
職32%、未定39.7%
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

教員の効率的なＩＣＴ活用が
出来るよう資質・能力向上に
引き続き努めていただきた
い。

全日制と定時制の情報共有
を密にしていただきたい。
読書はＩＣＴ活用の視点からも
電子書籍の活用も検討して
みてはいかがでしょうか。

生徒の心身を支えていくため
に養護教諭の役割は重要で
あり、積極的なサポートを引
き続き行っていただきたい。

生徒には現代社会における
人権感覚・モラルの重要性を
説き、育む教育の推進、教員
にはその知識と理解委の更
新を定期的に行っていただき
たい。

全日制・定時制との施設共用を円滑に行い、教育活動の充実を図る。

生徒への連絡手段としてclassroomを使用する。

classroomを活用し、生徒が相互的に授業の復習をしやすい環境を構築する。

A

購入図書希望調査を年に２回行う。 希望図書アンケート

研修・情報

校内外の研修による教職員
の資質・能力の向上を図る。

ICT機器を効果的に活用できるよう研修等を１回実施する。 授業アンケート
教員のICT活用率43% A

A

校内外の研修への参加が増加し、職員の資質・能力の向上が期
待される。今後は生成AIなど、時代に即した研修を積極的に実施
していきたい。

生徒の読書活動増進と図書
館の利用の普及を図る。

A

教職員の資質・能力向上に関する内部研修を６回実施する。

校外研修についての案内をおこない、各職員１回ずつの参加を達成する。

電子黒板やChromebook等を
含むICT機器の活用の推進を
図る。

ICT支援員と連携し、授業等でのICT機器の使用率４５%を達成する。 新入生徒宛の家庭の通信状況（ネット
ワーク）に係るアンケート
授業アンケート
生徒のclassroom活用率74%

B

前年度と比べ職員のICT使用率に大きな差はなかった。今後は
生成AI活用の実践研修や事例共有を進め、校務・授業でのICT
やClassroomの活用を促進していきたい。

A

B

全日制と定時制との施設共有については、大きな問題はなく円滑に運用す
ることができた。また、奨学金の案内等を通して生徒の修学支援に努めた。
しかし、全日制との連絡や調整の面で改善の余地もみられたため、次年度
は全日制との情報共有を密にしたい。

B

奨学金等の分かりやすい案内に努め、就学並びに修学の保障に努める。

研修成果を職員間で共有し、人権感覚の涵養に努める。

「ようこそ定時制へ」の作成が円滑に行えるように努める。

B

図書購入希望調査の実施は１回にとどまり、希望調査の提出も
十分に集まらなかった。次年度は調査の周知方法を工夫すると
ともに、計画的に新刊購入を進め、読書活動の活性化を図りた
い。

新刊購入時は新刊案内を行う。

生徒が本に触れやすい取組を検討する。

保健

心身の健康に関する指導の
充実を図る。

健康診断･保健教育を通して自身の健康状態に関心を持ち、自己管理する能力の育成を図る。 ・午前中に起床している生徒：45
名中40名（そのうちアルバイトを
している生徒：30名）

A

A

前年度と同様アルバイトにより、生活習慣が整えられていく生徒たちが見られたが、アル
バイトの疲労により学校生活に支障(授業中の眠気、疲労による欠席等）がでている生徒も
見られるため、次年度はワークライフバランスを保つことができるよう具体的に指導してい
く必要がある。ほけんだより、掲示物等を活用し、健康に関する情報発信を行う。

生徒保健委員会の活動を行い、主体的に生徒が保健活動に関わる機会を作る。

健康相談活動の充実を図る。

生徒のプライバシーを配慮しながら、生徒情報共有を教員間で行う。

・希望者：57名中2名 A

日々の教員による関わり、月1回のスクールカウンセリング、相談ポストの設
置等、生徒が相談しやすい環境作りを心がけていることから想定できた希
望者数である。次年度も引き続き生徒が相談しやすい環境作りを継続して
いきたい。

必要に応じて外部機関と連携し継続的に組織で対応する。

生徒と継続的にコミュニケーションをとり、生徒が相談しやすい関係性作りを行う。

庶務・図書

学校環境の整備・充実を図
る。

人権に関する研修会情報の周知を行い、職員が参加できる環境を整える。

学校生活アンケート

学校関係者評価

・遅刻や早退を減らし、更なる出席率の向上を目指し、基礎基本の学び直しと「わかる授業」で学習意欲を喚起する。

・発達支持的生徒指導のもと規範意識やコミュニケーション能力を高め、社会の一員として生きる力や学び続ける姿勢を涵養する。

・人権教育及び特別支援教育の視点に立った生徒理解を深化し、自他を認め合うことのできるあたたかい学校の雰囲気を醸成する。

・総合的な探究の時間を中心にキャリア教育を行い、生徒の就労や進学に対する意欲を培い、卒業後の希望進路実現に繋げる。

・教職員のＩＣＴ活用指導力を向上し、生徒の情報活用能力の向上を時代の変化に合わせて実行する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

Ｂ

評価項目以外のものに関する意見

校外ボランティア活動を高く評価しています。
多様化する就学スタイルの重要な選択肢であり続けるため
に、より一層生徒に寄り添う指導に期待しています。

A

多様性を認め、自他を尊重し、いじめや差別のない学校づくりをめざす。

特設授業にかぎらず、あらゆる教育活動を通して生徒の人権感覚を育む。

人権教育に関する積極的な
職員研修を実施する。

人権教育に関する校外各種研修会への職員全員参加をめざす。 各種研修への参加率
校外での研修会・学習会への
最低１回の参加率100%

A

　校外での研修会等への参加と、その成果を報告・共有すること
で職員の人権感覚の涵養に一定の成果を得られたものと思われ
る。今後も研修会等の案内や情報提供を積極的に行い、参加し
やすい環境を整えたい。

人権・同和
教育

「安心して通える学校」づくり
を促進する。

生徒の人権が守られる教育環境の整備に努める。 人権教育ふり返りシート

B

A

　特設授業等の教材の開拓を行い、より生徒の実情に即した内
容を取りあげられるようにする。
　生徒が安心して登校できる環境を整えるため、職員間での生徒
に関する情報の共有に努める。
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